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新

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
熊
　
谷
　
司
　
伸

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弥
彦
村
を
始
め
、
村
民
の
皆
様
、
各
企
業
様
、
事
業
所
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
数
多
く
の
ご
用
命
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
か
ら
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
七
の
大
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
奥
能
登
地
域
は
、
再
び
豪
雨
と
い
う
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
日
本
各
地
で
十
月
に
入
っ
て
も
三
十
度
を
超
え
る

暑
さ
に
よ
っ
て
様
々
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
源
か
ら
離
れ
た
新
潟
県
内
で
も
液
状
化
現
象
に
よ
る
住
宅
被
害
が

相
次
い
で
発
生
し
、
西
区
の
寺
尾
、
黒
崎
地
区
な
ど
で
は
、
や
む
な
く
転
居
し

た
人
も
多
く
生
活
再
建
と
同
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
向
け
た
対
策
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
一
〇
〇
年
ぶ
り
に
パ
リ
で
開

催
さ
れ
、
日
本
勢
は
海
外
開
催
で
い
ず
れ
も
最
多
の
金
二
〇
個
、
総
数
四
五
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
体
操
男
子
団
体
総
合
や
陸
上
女
子
や
り
投
げ
の
北
口
榛
花

選
手
ら
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、
勇
気
と
感
動
を
日
本
中
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手
が
史
上
初
の
「
五
〇

本
塁
打
、
五
〇
盗
塁
」
を
達
成
し
、
自
身
初
め
て
の
プ
レ
ー
オ
フ
に
出
場
、
チ

ー
ム
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇
に
貢
献
し
、
オ
フ
に
は
満
票
で
二
年
連
続
三

度
目
の
最
優
秀
選
手
に
輝
き
、
常
に
話
題
の
中
心
で
あ
り
続
け
た
一
年
で
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
巳
年
。
ヘ
ビ
は
再
生
や
繁
栄
の
象
徴
と
さ
れ
、
守
り
神
と
し
て
世
界
で

信
仰
の
対
象
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
脱
皮
す
る

程
に
大
き
く
成
長
す
る
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
共
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
正
な
事
業
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
「
会
員
の
拡
大
」
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
「
安
全
、
適
正

就
業
の
推
進
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
地
域
社
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
実
現

に
向
け
て
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
事
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

羽
　
生
　
　
　
肇

菊
祭
り
（
弥
彦
神
社
菊
祭
り
）
と
私

　

弥
彦
小
学
校
四
年
生
、
二
ク
ラ
ス
五
十
人
の
児
童
が
、
総

合
学
習
で
菊
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

菊
の
苗
か
ら
育
て
て
い
る
様
子
を
手
伝
い
な
が
ら
観
察
し

て
い
る
と
、
子
供
達
の
純
粋
さ
を
感
じ
、
菊
の
成
長
を
喜
ん

で
い
る
様
子
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
私
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　

　

出
来
る
こ
と
な
ら
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
方
も
ご
子
孫

と
と
も
に
菊
を
育
て
て
頂
き
、
な
お
且
つ
菊
祭
り
に
出
展
さ

れ
る
と
二
倍
以
上
の
喜
び
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　

菊
を
作
る
人
が
年
々
少
な
く
な
り
、
菊
の
会
の
活
動
に
困

声声

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

是
非
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

※
中
国
か
ら
渡
来

し
た
薬
用
植
物
の
菊

は
、
生
薬
名
「
菊
花

（
キ
ッ
カ
）
」
に
当

た
り
、風
邪
、
頭
痛
、

高
血
圧
、
眼
病
等
に

有
効
（
酵
素
活
性
効

果
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

マ
ン
ガ
ン
を
含
有
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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令令 和和 ６６ 年年 度度 のの 活活 動動 報報 告告
●ボランティア活動  　サン・ビレッジ

　１０月１９日（土）、シルバーセンター事業普及啓発促進月間の取組として、秋のボラン

　ティア活動（清掃奉仕活動）を実施しました。（参加者１４名）

↑
本
間
村
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
た

　
熊
谷
理
事
長
と
丸
山
副
理
事
長

●要望書を提出し懇談
　　役場村長室

９月４日（水）役場村長室を訪問し、

全シ協（全国シルバー人材センター

事業協会）と理事長名で「地域に貢

献するシルバー人材センターの決意

と支援の要望」を提出し、弥彦村シ

ルバーの現状を説明し、意見交換を

行いました。



令和７年１月24日 シ　ル　バ　ー　弥　彦 第34号（４）

〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3134-3

サン・ビレッジ弥彦内

ＴＥＬ (0256) 94－5144
ＦＡＸ (0256) 94－5147

ホームページアドレス
http://www.sjc.ne.jp/yahiko/

編　集　広 報 委 員 会
印　刷　梅　島　印　刷

発行日　令和７年１月24日

（公社）弥彦村シルバー人材センター 編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
に
震
度
７
の
能
登

半
島
地
震
が
あ
り
、
９
月
に
は
豪
雨

に
よ
る
被
害
が
重
な
り
、
被
災
地
の

人
達
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
思
い
を

さ
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。
一
日
も
早

い
能
登
の
復
旧
、
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
夏
も
猛
暑
や
台
風

に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
被
害
は
想
定
し

た
ほ
ど
で
は
な
く
、
お
米
の
品
質
も

良
い
と
い
う
事
で
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
と
、
急
激
な

寒
暖
差
で
健
康
被
害
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
健
康
に
は
十
分
注

意
を
し
、
楽
し
い
生
活
を
送
り
ま
し

ょ
う
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会
一
同

働く「シルバー」の仲間になりませんか？　多くの村民の皆様

から頼られ、信頼される【弥彦村シルバー人材センターです。】

「今からでも」社会に、村民に、そして自分に貢献し、広く公益

に携わっていきましょう。

『共助、共働、生涯現役の理念で集まる』

シルバー人材センター、共に就業し、共に健康な時間を

過ごしましょう。

「入　会」を「お　待　ち」しています！！

さあ、お電話下さい、「入会」は簡単その日から

「仲　間」です。

【 会 員 募 集 中！】
（公社）弥彦村シルバー人材センター

弥彦村大字麓3134－3　サン・ビレッジ弥彦内
TEL（0256）94－5144・FAX（0256）94―5147

●事務局から●
発注者の皆様へ（お願い）

　弥彦村シルバー人材センターをご利用いただきありがとうございます。

庭木の剪定、草刈り、冬囲い等の屋外作業のご依頼につきましては、限られた人数の会員

で行っております。また、猛暑や雨風等、天候も影響しますので、お急ぎのお仕事をお受

けできない場合がございます。できるだけ余裕を持ったご発注をお願いいたします。

なお、作業の依頼については、事故やトラブルの対応ができない場合がありますので、会

員へ直接依頼するのではなく、シルバー事務局までご連絡くださるようお願い致します。


